
三重県内のと畜場における特定
危険部位の分別管理について

四日市市保健所食品衛生検査所

三重県松阪食肉衛生検査所



◎特定危険部位（ＳＲＭ）の管理
※特定危険部位

・全ての牛の回腸遠位部、扁桃

・３０か月齢超の牛の頭部（舌、ほほ肉を除く）、
脊髄

１ 月齢による分別

２ 除去

３ 焼却 が必要



①出荷事業者は、と畜場への牛の搬入とともに、搬入した牛に関
する情報が記載された申告書を提出する

１ 月齢による分別



②提出された申告書をもとに

・牛の個体識別番号で、牛の月
齢が申告どおりか確認する

・解体処理時の分別のために、
データを入力し管理する



④と畜検査員による生体検査

・異常な神経症状等を示す牛はい
ないか

・耳標の確認

③と畜場の管理者による耳標
確認



２ 特定危険部位の除去

① 脊髄
② 頭部（舌、頬肉を除く）

③ 扁桃

④ 回腸遠位部



①脊髄の除去

処理後の状態→

←脊髄吸引機による吸引

↓脊髄吸引機

←吸引機で取りきれ
ないものは手作業で
丹念に除去する



② 頭部

頭部は可食部位
（食べられる部
分）が切り取られ
た後、焼却のため
集められます。



③ 扁桃の除去

扁桃の大半は頭部に付随して焼却されますが、舌の表面にある舌
扁桃は、舌を処理する際に別途切除され、焼却されます。

処理前 処理後



④ 回腸遠位部の除去

回腸遠位部は内臓処理の段階で、可
食部位（食べられる部分）より切り
離し、分別用の容器に廃棄された後、
焼却されます。



３ 特定危険部位の焼却

特定危険部位は、と畜場管理者によ
り焼却炉に投入されるのを、と畜検
査員が確認し、記録表にチェックさ
れます。



合格した枝肉は個体識別番号で
管理され、と畜場から出荷され
ていきます。

合格！
ＢＳＥ検査を含むと畜検査に合格
した枝肉には、検印が押され、と
畜場から外に出すことが可能にな
ります。


